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長野でスキー・スノボ研修
新任教員の紹介

　
3
月
18
日
に
卒
業
証
書
・
修
了
証
書
授
与
式
を

挙
行
し
、
本
科
・
専
攻
科
の
計
1
7
7
人
が
巣
立

ち
ま
し
た
。
村
田
校
長
か
ら
卒
業
・
修
了
証
書
を

授
与
し
た
後
、
研
究
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
だ
学
生
へ
の
表
彰
も
実
施
し
ま
し
た
。
村
田

校
長
は
「
は
や
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
キ
ャ
リ
ア
を

磨
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
の
藤
田
紗
季
さ
ん
（
電
気
電
子
）

　
第
56
回
入
学
式
を
4
月

6
日
に
挙
行
し
、
本
科
・

専
攻
科
の
新
入
学
生
計

2
0
8
人
が
新
生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
村
田
校
長
は
「
こ
の
学

校
で
青
春
の
一
時
期
を
過

ご
し
、
素
晴
ら
し
い
技
術

者
と
し
て
社
会
に
飛
び
立

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　
新
入
生
総
代
の
天
野
雄

大
君
は
「
社
会
貢
献
で
き

る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
に

知
識
や
経
験
を
積
み
重
ね

ら
れ
る
よ
う
、
勉
学
、
ス

は
「
近
大
高
専

を
後
に
す
る
の

は
寂
し
い
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
持
っ

て
旅
立
つ
時
で

す
。
一
度
き
り

の
人
生
を
悔
い

な
く
過
ご
す
こ

と
を
約
束
し
ま

す
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

ポ
ー
ツ
、
も
の
づ
く
り
な

ど
に
励
み
、
近
大
高
専
の

学
生
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
実
り
あ
る
学
生
生
活

を
送
り
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
在
校
生
総
代
の
中
尾
匠

さ
ん
（
5
年
）
は
「
勉

強
、
部
活
動
な
ど
、
今
し

か
で
き
な
い
こ
と
に
打
ち

込
み
、
た
く
さ
ん
失
敗
も

し
て
経
験
を
積
み
重
ね
て

く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
し
ま

し
た
。

本年度より機械システムコース長を担当します後
藤と申します。東北大学大学院を修了後、トヨタ
自動車株式会社へ入社し、この3月まで37年間に
わたりサスペンションやステアリング等の制御シ
ステムや運転支援システムの開発設計に携わり、
国内外に100件以上の特許登録を有しておりま
す。また、技術戦略部門で研究・開発マネージメ
ントにも携わり、ビジョン策定や愛知万博での未
来コンセプトカー提案なども行ってきました。設
計だけではなく、技術戦略での経験を生かして、
本学へ貢献できればと考えています。

英語・ドイツ語担当の高畑と申します。マール
ブルク大にて弁論術研究で学位取得後、㈱高畑
工作所（ロール機械製作）社員になり、近年は
学振特別研究員として通訳翻訳学に従事してい
ました。近畿大学農学部（英語、科学技術英語）、
他大学や語学学校（TOEIC）など10か所以上で
の教育経験を活かして多彩な英語授業を展開し
ます。当校の ESS、英語プレゼンコンテスト、英
語カフェなど実践的な英語運用能力を伸ばす課
外活動にも積極的に参加し、世界へ英語で発信
する力を一緒に鍛えましょう。

都市環境コースに着任しました田中です。大学卒
業後は建設会社で働いていましたが退職し、東海
大学で歴史的建造物の保存・修復に関する研究を
進め、博士号を取得しました。前職は一級建築士
事務所の代表として、歴史的建造物に携わる事業
を国内外で展開してきました。この分野は、先人
たちが築き上げたモノを守り、次世代へ継承させ
ることで、歴史や文化の場を構築することはもち
ろん、町づくりや観光とも密接な関係にあり、こ
れからの時代に有用であると言えます。本学にお
いて、歴史的建造物の素晴らしさを一人でも多く
の学生に伝えていければと願っております。

制御情報コースに着任しました岩佐です。大阪
大で修士号を取得後、奈良先端大で助手として
人工知能、画像処理、仮想／複合現実感に関す
る研究に従事しました。その後、ソフトウェア
開発のベンチャー企業に転じ、画像処理技術を
活用したマークシートや記述式テストの採点シ
ステムを開発しました。企画開発だけでなくマ
ーケティング、営業、サポートなどの業務を経
験し、ゼロからスタートしてユーザ校全国4000
校のプロダクトへと育て上げました。これまで
の経験を活かしながら高専での技術教育に取り
組んでいきたいと思っています。

都市環境コースに着任しました安井です。立命館
大学大学院総合理工学研究科で博士（工学）を取
得後、茨城県つくば市にあります国立研究開発法
人土木研究所（PWRI）にて7年間研究員をしてい
ました。専門分野は環境衛生工学で、水処理技術
や消毒技術、水系感染症を引き起こす原因である
ウイルスや細菌の遺伝子定量技術等を習得してい
ます。生活環境に関わる水問題でお困りの際は、
ぜひご相談いただければ手助けができると思いま
す。教育・研究を通じて本学へ貢献していければ
幸いです。

教授　後藤武志

准教授　田中和幸

講師　高畑時子

講師　安井宣仁

准教授　岩佐英彦

〈第 1回〉5/20（土）13：30 ～ 15：00
講師：三島邦彦　ボルグワーナー・モール
スシステムズ・ジャパン代表取締役社長

「キラリと光る名張の世界企業
　　　　ボルグワーナー社の自動車技術」
〈第 2回〉6/17（土）13：30 ～ 15：00
講師：下川敏雄　和歌山県立医科大学臨床
研究センター副センター長・医学部教授

「本邦におけるデータ・サイエンスの
　最前線と医学系研究への応用について」
〈第 3回〉7/1（土）13：30 ～ 15：00
講師：小菅一弘　東北大学大学院
　　　　　　　　工学研究科教授

「人とロボットの協調‐ダンスパートナー
　　　ロボットからその産業応用まで‐」
〈第 4回〉9/9（土）13：30 ～ 15：00
講師：白川治　近畿大学医学部医学科教授
〈第 5回〉10 月予定
講師：畑喜美夫　安芸南高等学校教諭
〈第 6回〉11 月予定
講師：後藤武志　本校教授
　　　田中和幸　本校准教授
☆受講のお申し込みは本校事務部まで

　
本
校
で
は
、
学
生
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
行

年
10
月
の
宇
流
冨
志
禰

神
社
秋
祭
で
は
、
太
鼓

台
（
蒲
団
太
鼓
）
や
み
こ

し
な
ど
の
担
ぎ
手
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
3

月
12
日
に
は
、
奈
良
・
東

大
寺
へ
の
「
松
明
調
進
行

事
」
に
サ
ッ
カ
ー
部
員
が

参
加
し
、
た
い
ま
つ
を
担

い
で
急
な
山
道
を
越
え
ま

し
た
。

事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨

本校の最新情報は
ホームページで

http://www.ktc.ac.jp/

ク
ラ
ブ
活
動
　
主
な
成
績

（
平
成
28
年
度
）

三
段
跳　
6
位　
14
㍍
85

　
　
　
　
　
　
　
河
出
壱
貫

【
野
球
部
（
高
校
）】

第
63
回
春
季
東
海
地
区
高
校

野
球
三
重
県
大
会　
3
位

【
野
球
部
（
高
専
・
大
学
）】

平
成
28
年
度
三
重
県
学
生
野

球
春
季
リ
ー
グ

新
人
戦　
優
勝

同
春
季
リ
ー
グ

首
位
打
者
、
盗
塁
王
、
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン　
　
　
西
田
直
登

男
子
団
体　
優
勝

男
子
73
㌔
級　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
川
西
渉
吾

▽
サ
ッ
カ
ー
部　
優
勝

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
　
　
　
　
　
団
体　
優
勝

【
陸
上
部
】

全
国
高
校
総
体

【
全
国
高
専
大
会
】

▽
陸
上
部

男
子
総
合　
優
勝

1
1
0
㍍
H　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
川
畑
夏
唯

円
盤
投　
優
勝

　
　
　
　
　
　
古
橋
慎
ノ
介

▽
柔
道
部

カ
レ
ッ
ジ
の
教
員
や
学
生

と
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学

生
た
ち
は
英
語
を
実
際
に

使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

の
重
要
性
に
改
め
て
気
づ

い
た
よ
う
で
し
た
。

　高専や大学で理系分野を学ぶ“理系女子”の日々
の取り組み紹介を通じて中高生に理系分野に興味を
持ってもらおうと、昨年 8 月に「理系女子フォーラ
ムみえ」が開催されました。一昨年に続く 2 度目で、
本校と鈴鹿高専、鳥羽商船高専、三重大学工学部の
女子学生たちが、講演やポスター発表を通じて活動
を PR し、女性スタッフが活躍する県内の企業関
係者による取り組みの紹介などもありました。
　来場した保護者や中高生からは「高専ならではの
研究が面白そう」「これからの進路に迷いがなくな
った」、参加した学生や企業関係者らからは「自分
をしっかり持っている女子学生たちに感動」「就職
活動への参考になった」などの声が寄せられました。

収
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。ラ
ン
デ
ィ
ド
ノ
ー（
ウ

ェ
ー
ル
ズ
）
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
調
の
建
物
が
並
ぶ
街

並
み
、
チ
ェ
ス
タ
ー
に
あ

る
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
、

か
つ
て
工
業
都
市
と
し
て

栄
え
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
ゆ
か

り
の
地
リ
バ
プ
ー
ル
な
ど

を
訪
れ
、
カ
レ
ッ
ジ
の
課

外
活
動
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
S
U
P
ボ
ー

ド
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
カ
レ
ッ
ジ
で
は
英
語
に

よ
る
本
校
紹
介
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
活
動

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

　
昨
年
6
月
下
旬
、
国
際

学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ッ
ド

チ
ェ
シ
ャ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を

本
校
の
学
生
3
人
と
教
員

2
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス

は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
午
後
8
時

で
も
西
日
が
差
し
て
い
る

の
を
体
験
す
る
と
、
改
め

て
地
球
の
規
模
の
大
き
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
と
は
違
っ
て

日
本
人
を
ま
ず
見
か
け
る

こ
と
が
な
い
ノ
ー
ス
ウ
ィ

ッ
チ
の
地
で
、
学
生
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
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毎
年
恒
例
の
「
高
専
名
張
祭
」
を
昨
年

10
月
21
日
か
ら
3
日
間
開
催
し
、
保
護
者

や
市
民
の
皆
さ
ま
な
ど
多
く
の
ご
来
場
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
、
学
生
ら

の
模
擬
店
、
市
民
公
開
講
座
、
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
市
民
公
開
講
座
で
は
、
女
子

走
幅
跳
の
日
本
記
録
保
持
者
の
井
村
久
美

子
さ
ん
（
三
重
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
講

演
い
た
だ
き
、
3
日
目
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
c
h
a
y
（
チ
ャ
イ
）
さ

ん
、
男
性
ダ
ン
ス
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ

A
I
R
P
E
N
（
エ
ア
ペ
ン
）
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

高
専
名
張
祭

▲小中学生ロボットコンテスト

▲たいまつを担いで峠を上る学生ら

▲スペシャルライブの会場の様子

▲
市
民
公
開
講
座
で
講
演
し

た
井
村
久
美
子
さ
ん

▲

大
勢
の
方
々
が
集
ま
っ
た
餅

ま
き
の
様
子

▲

秋
祭
で
松
崎
町
の
太
鼓
台
を
担
ぐ
学
生
ら

　
本
校
都
市
環
境
コ
ー
ス

で
建
築
を
学
ぶ
学
生
6
人

が
昨
年
11
月
、
名
張
市
立

図
書
館
の
将
来
像
や
、
移

住
促
進
の
た
め
の
市
街
地

た
も
の
で
、
2
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
題
材
を
選
び
、

同
市
の
魅
力
や
問
題
点
に

つ
い
て
市
外
出
身
者
と
い

う
客
観
的
な
視
点
も
交
え

て
考
察
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

時
代
に
合
っ
た
公
共
施
設

を
提
供
す
る
た
め
、
当
初

か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

や
す
い
建
物
と
し
て
計
画

す
る
必
要
性
を
強
調
、「
次

に
造
る
施
設
を
ど
ん
な
も

の
に
す
る
か
を
話
し
合
え

ば
、
市
民
の
意
識
も
向
上

し
利
用
率
も
上
が
る
」
と

説
明
し
ま
し
た
。
空
き
家

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
空
き
家
・
空
き
地
を

利
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

遊
具
や
学
童
保
育
施
設
を

作
っ
た
り
、
町
並
み
を
眺

め
ら
れ
る
歩
行
者
専
用
道

路
を
設
け
た
り
す
る
案
を

説
明
し
ま
し
た
。

の
空
き
家
利
活
用
に
つ
い

て
、
模
型
や
ポ
ス
タ
ー
を

使
っ
て
市
へ
提
案
を
行
い

ま
し
た
。
学
生
が
卒
業
研

究
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

目
標
胸
に
巣
立
つ

1
7
7
人
に
証
書
授
与

▲誓いの言葉を読み上げる新入学生総代の天野君

「実りある学生生活を」
本科・専攻科計208人入学

校長　村田圭治
〈平成29年度入学式  式辞〉

新入生・編入生に聞きました

グローバル技術者をめざせ

心より祝福し、歓迎いたします。また、皆さんの勉学
を今日まで支えてこられたご家族や関係者の皆さまに
心より祝意を表します。
　本校の特徴は、何と言っても「個性を尊重したきめ
細かい教育」です。種々のスポーツ系クラブはもちろ
ん、ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、
デザインコンテスト、英語プレゼンテーションコンテ
ストといった高専特有の大会があります。また、ボラ
ンティアや学生会活動も盛んで、毎年 10 月には地元
の方々とともに盛り上げる学園祭「高専名張祭」など、
学生生活を思い切り楽しみながら勉学に励むことがで
きます。
　意欲の高い学生向けに多くの選択科目を用意してい
ますので、やる気さえあれば、いくらでも自分の力を
伸ばすことができます。語学教育でも、通常のカリキ
ュラム以外に「英語演習」や「実践英語講座」の他、

「英語資格試験対策講座 TOEIC プラス」や第 2 外国
語も受講できます。
　高専には 15 歳から 22 歳までの学生がいます。人間
関係や将来の進路など、悩みを抱えやすい時期でもあ
ります。人は一度失敗すると「自分は得意ではないか
らだ」と考えがちですが、そうではなく「この失敗は
成功に到達するプロセスなんだ」と考えてください。
挫折しても、それを糧にしようとする姿勢が身につい
ていれば、ゴールを追求できます。自分一人でモチベ
ーションを維持しようとするのではなく、同じゴール
を分かち合える友人を、応援してくれるメンター（助
言者）を、そのメンターとなってくれる先生を積極的
に求めてください。
　近畿大学の建学の精神は、「実学教育」すなわち「実
際社会に役立つ実践的学問の教授」、「人格の陶冶」す
なわち「まず人格という器を創り、そこに学問を注入
していくこと」です。皆さんが青春の一時期をこの近
畿大学工業高等専門学校で過ごし、立派な技術者とし
て社会に旅立ってくれることを祈念します。必ずや「近
大高専に来て良かった」と思ってくれると確信してい
ます。ご入学、おめでとうございます。

　名張の桜は、皆さんの入学をお祝
いするために、今まで待っていてく
れました。新しく近畿大学工業高等
専門学校の一員になられた皆さんを

学
生
が
名
張
市
へ
提
案

17
人
全
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が
合
格

プ
ラ
ス
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ク
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出
成
形
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能
検
定
3
級

図
書
館
の
将
来
像
、
空
き
家
利
活
用

英ミッドチェシャー C 訪問
英語の実践な　

　ど貴重な体験地域行事に積極参加
秋祭、松明調進行事など

理系女子フォーラム

“リケジョ”の
取り組み紹介

　本校 2 年生が 2 月 20 日から 24 日まで、長野・志
賀高原でのスキー・スノーボード研修に参加しまし
た。今回は、スキーよりもスノーボードを選んだ学
生が多かったのが特徴的でした。
　スキーとスノーボード計 19 班に分かれ、少し吹
雪いた中でしたが、初めての学生も楽しく滑りまし

た。研修 2 日目は、
遠く澄み渡った空の
まばゆい光の中で、
美しい山々を眺めな
がら滑りを楽しめる
絶好の 1 日となりま
した。3 日目には初
級者もだんだんと上
達し、もっと滑りた
いという気持ちが強

くなってきている中、最終日まで大きなけがもなく、
閉校式を迎えることができました。今後もこの経験
を生かしてもらいたいと思っています。

　
学
生
た
ち
に
貴
重
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験
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し
て
も
ら
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し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ミ
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ド
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と
の
親
善
関
係
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続
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こ

と
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願
っ
て
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す
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本
校
で
も
の
づ
く
り
を

学
ぶ
学
生
17
名
が
こ
の
ほ

ど
、
国
家
資
格
の
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
技
能

検
定
」
3
級
を
受
検
し
、

全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
指
導
に
当
た
る
の
は
、

本
校
非
常
勤
講
師
で
、
自

動
車
内
装
樹
脂
部
品
を
製

造
す
る
昌
和
合
成
株
式
会

社
（
愛
知
県
み
よ
し
市
）

の
梅
本
弘
樹
さ
ん
ら
。「
先

生
で
は
な
く
も
の
づ
く
り

に
携
る
企
業
の
先
輩
と
し

て
、
楽
し
く
教
え
る
こ
と

を
心
が
け
た
」と
の
こ
と
。

　
射
出
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形
機

の
操
作
を
始

め
、
実
際
に
製

造
現
場
で
出
た

パ
ー
ツ
を
用
い
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け
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教
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機
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よ
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や
組

山田泉君

水谷怜南さん

山﨑信乃さん

加藤祥一君

（岡山市出身）

（津市出身）

（大阪市出身）（都市環境コース建築系4年次編入） （情報コミュニケーションコース4年次編入）

（愛知県岩倉市出身）

期的かつ日常生活にも応用
できる技術を身につけ、ゲ
ームの概念を覆すようなソ
フトウェア技術者になりた
いです。就職・進学どちら
にも強く、集中して勉強で
きるこの近大高専の環境を
生かして頑張ります。

が素敵で、建築を志すきっ
かけになりました。かつて
設計の仕事をしていた亡き
祖父は私に製図台を使わせ
てくれ、進路を応援してく
れました。人に愛される建
物を造るプロジェクトに携
れる仕事をしたいです。

いると教えてもらいまし
た。普段の生活でも部活で
も 5 年生までの先輩方がい
て、時には厳しく時には優
しく、いろんなことを教わ
っています。車が大好きな
ので、将来は設計など、車
に関わる仕事がしたいと考
えています。

いつも優しく、私も皆を引
っ張っていける先輩になり
たいと思います。以前は情
報系の進路も考えていまし
たが、家族から「建築の仕
事は人間らしさをアピール
できる」と勧められたこと
もあり、将来は家などを建
てる仕事がしたいです。

ゲームが大好きで、いつしか「自分でゲ
ームを作って皆の反応を見てみたい」と
思うようになりました。将来的には、画

高校から大学に進むだけでは得られない
経験と人脈を培うために高専へ編入しま
した。建築デザインを学んだ高校の校舎

小学 2 年から野球をやってきて、目標は
甲子園に出て優勝することです。近大高
専は就職が良く、部活動にも力を入れて

さまざまな分野の先生がいてくださり、
勉強に打ち込める環境が整っていると聞
き、近大高専に入学しました。先輩方は

付
を
繰
り
返
す
な
ど
、
1

年
間
か
け
て
実
践
的
な
学

び
が
で
き
ま
し
た
。
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に
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像
化
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て
検
定
の
ポ
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互
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ろ
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。
ま
た
、
高
専
名

張
祭
で
は「
小
さ
な
工
場
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
来
場
者

の
皆
さ
ん
に
も
の
づ
く
り

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▲

射
出
成
形
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作
す
る
学
生
ら

▲

成
形
し
た
プ
ラ
ス
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ッ

ク
を
金
型
か
ら
外
す

建築の仕事は「人間らしさ」

ゲームの概念覆す技術者に

目標は甲子園で優勝

人に愛される建物を造る




